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0類推的な見方・考え方 0割合的な見方・考え方 0統計的な見方 ・考え方
5. 研究内容
(1) 解釈と共有を大切にした授業づくり
(2) 子どもの学習意欲を引き出す課題づくりや課題提示の工夫
(3) 数学的コミュニケーション能力を高める授業づくり
6. 研究評価
5. 研究内容で取り組んだ授業実践の中での子どもの言葉をもとに、解釈と共有を軸に
した子どもがつなぐ算数授業の成果と課題を明らかにする。検証には、授業での子どもの
言葉の他に子どもの考えが表現されたノートや単元末テスト等を用いる。
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